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研究紹介の本⽂： 
  細胞のおよそ 70％を占める⽔は細胞内
の環境を決定する重要な構成要素であり，
また，⽣体分⼦の構造や機能は⽔分⼦が形
成する⽔素結合ネットワークに⽀配され
ている．我々は，多共焦点ラマン顕微鏡を
⽤いて細胞内の⽔のラマンイメージを取
得することで，細胞内の⽔の密度分布を直
接可視化できること，また⽔のラマンスペ
クトルから細胞内の⽔素結合ネットワー
クを評価できることを⽰した．本研究では，
この“細胞内の⽔”の研究をさらに深化さ
せ，⽔の空間分布から各オルガネラにおけ
る細胞内環境の定量評価を可能にし，その
時間変化から⽣理現象に伴う細胞内環境
の変化を可視化する． 
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